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【年通号数】公開・登録公報2015-041
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【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   13/04     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月4日(2016.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また特許文献２に記載された撮像レンズは、第１レンズから第３レンズまでの３枚のレ
ンズが全て正レンズとされているため、広角化が困難であるという問題が認められる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　なお、条件式(13)が数値範囲を規定している条件については、例えば、下記条件式(13-
1)、(13-2)、(13-3)
　　　－１．８＜ｆ1／ｆ2＜－０．２ ……(13-1)
　　　－１．５＜ｆ1／ｆ2＜－０．２５ ……(13-2)
　　　－１．０＜ｆ1／ｆ2＜－０．２５……(13-3)
が満足されていることが望ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７４】
　なお、条件式(8)を満足することによる上記効果を一層高めるためには、条件式(8)が規
定している条件の上限を１０．０とすることがより好ましく、９．０とすることがさらに
好ましく、８．０とすることがさらに好ましい。条件式(8)を満足することによる下記効
果を一層高めるためには、条件式(8)が規定している条件の下限を３．０とすることがよ
り好ましく、４．０とすることがさらに好ましく、５．０とすることがさらに好ましい。
すなわち上記効果は、例えば、下記条件式(8-1)、(8-2)、あるいは(8-3)
　　　３＜FA／ｆ＜１０．０ ……(8-1)
　　　４＜FA／ｆ＜９．０ ……(8-2)
　　　５＜FA／ｆ＜８．０ ……(8-3)
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が満足されれば、より高いものとなる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８９】
　条件式(13)を満足することによる上記効果を一層高めるためには、条件式(13)が規定し
ている条件の上限を－０．２とすることがより好ましく、－０．２５とすることがさらに
好ましい。また上述の効果を一層高めるためには、条件式(13)が規定している条件の下限
を－１．８とすることがより好ましく、－１．５とすることがさらに好ましく、－１．０
とすることがさらに好ましい。すなわち上記効果は、例えば、下記条件式(13-1)、(13-2)
、あるいは(13-3)
　　　－１．８＜ｆ1／ｆ2＜－０．２ ……(13-1)
　　　－１．５＜ｆ1／ｆ2＜－０．２５ ……(13-2)
　　　－１．０＜ｆ1／ｆ2＜－０．２５ ……(13-3)
が満足されれば、より高いものとなる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０６】
　第１レンズ群Ｇ１と第２レンズ群Ｇ２との間には、開口絞りＳｔが設けられている。た
だし、図２に示す開口絞りＳｔは必ずしも大きさや形状を表すものではなく、光軸Ｚ上の
位置を示すものである。また図２では、第２レンズ群Ｇ２と像面Ｓｉｍの間に、各種フィ
ルタやカバーガラス等を想定した平行平板状の光学部材ＰＰを配置した例を示している。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１７】
　そして第４レンズＬ１４は、像側に凸面を向けたメニスカスレンズとされている。この
点からも、球面収差や非点収差の補正が容易となる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４６】
　ここで表１に、実施例１の撮像レンズの基本レンズデータを示す。表のＳｉの欄は最も
物体側の構成要素の物体側の面を１番目として、像側に向かうに従って順次増加するｉ番
目（ｉ＝１、２、３、…）の面番号を示し、Ｒｉの欄はｉ番目の面の曲率半径を示し、Ｄ
ｉの欄はｉ番目の面とｉ＋１番目の面との光軸Ｚ上の面間隔を示している。また、Ｎｄｊ
の欄は最も物体側の構成要素を１番目として像側に向かうに従って順次増加するｊ番目（
ｊ＝１、２、３、…）の光学要素のｄ線（波長５８７．６ｎｍ）に対する屈折率を示し、
νｄｊの欄はｊ番目の光学要素のｄ線に対するアッベ数を示している。またθg,Fｊの欄
はｊ番目の光学要素のｇ線（波長４３５．８ｎｍ）とＦ線(波長４８６．１ｎｍ)に関する
部分分散比を示し、その右側の欄に材料名を併記してある。
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４９】
　以上説明した表１の記載の仕方は、後述する表３、表５、表７、表９、表１１、および
表１３においても同様である。また表２の記載の仕方は、後述する表４、表６、表８、表
１０、表１２、および表１４においても同様である。
【表１】

【表２】
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【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７１】
　第２レンズ群Ｇ２の最も物体側から４枚目のレンズである負レンズＬ２４のアッベ数ν
ｄ13は２３．７８である。この値は、先に述べた第２レンズ群の最も物体側から４枚目の
レンズに関する好適な数値条件つまり３０以下、より好ましくは２９以下、さらに好まし
くは２８以下という条件を満足している。第２レンズ群Ｇ２の最も物体側から４枚目のレ
ンズのアッベ数が３０以下であれば、軸上の色収差、および倍率の色収差の補正が容易と
なり、２９以下、２８以下であればその効果がこの順に従ってより顕著なものとなる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８４】
　第１レンズ群Ｇ１と第２レンズ群Ｇ２との間には、開口絞りＳｔが設けられている。こ
の図３でも、第２レンズ群Ｇ２と像面Ｓｉｍの間に平行平板状の光学部材ＰＰを配置した
例を示している。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２９８】
　表３に、実施例２の撮像レンズの基本レンズデータを示す。また表４に、実施例２の撮
像レンズのｄ線に関する諸元を示す。
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【表３】

【表４】

【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１０】
　表５に、実施例３の撮像レンズの基本レンズデータを示す。また表６に、実施例３の撮
像レンズのｄ線に関する諸元を示す。
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【表５】

【表６】

【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２０】
　表７に、実施例４の撮像レンズの基本レンズデータを示す。また表８に、実施例４の撮
像レンズのｄ線に関する諸元を示す。
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【表７】

【表８】

【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３３１】
　表９に、実施例５の撮像レンズの基本レンズデータを示す。また表１０に、実施例５の
撮像レンズのｄ線に関する諸元を示す。
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【表９】

【表１０】

【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３４２】
　表１１に、実施例６の撮像レンズの基本レンズデータを示す。また表１２に、実施例６
の撮像レンズのｄ線に関する諸元を示す。
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【表１１】

【表１２】

【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３５２】
　表１３に、実施例７の撮像レンズの基本レンズデータを示す。また表１４に、実施例７
の撮像レンズのｄ線に関する諸元を示す。
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【表１３】

【表１４】
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